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大
き
く
変
わ
っ
た
見
学
コ
ー
ス

―
本
館
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
う
―

　
一
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
本
館
の
魅
力
を
存

分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
日

本
銀
行
本
店
本
館
は
、「
日
本
近
代
建
築
の
父
」

と
言
わ
れ
る
辰
野
金
吾
に
よ
り
、
当
時
の
技
術
と

意
匠
の
粋
を
集
め
て
設
計
さ
れ
た
文
化
的
価
値
の

高
い
建
物
で
す
。
日
本
人
建
築
家
が
手
掛
け
た
最

初
の
国
家
的
近
代
建
築
で
あ
る
本
館
に
つ
い
て
、

建
物
の
外
観
・
内
観
の
双
方
を
ご
覧
い
た
だ
き
つ

つ
、
建
物
の
魅
力
や
そ
の
歴
史
に
関
す
る
展
示
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た（
注
１
）。

　
本
館
の
免
震
化
工
事
中
、見
学
者
の
方
か
ら「
本

エ
リ
ア
を
拡
張
し
て
、
地
下
金
庫
や
、
か
つ
て
の

営
業
場
・
客
き
ゃ
く
だ
ま
り
溜
（
客
用
広
間
）
等
を
新
見
学
コ
ー

ス
の
中
に
組
み
入
れ
ま
し
た
。
本
館
の
地
下
金
庫

は
、
関
東
大
震
災
で
の
被
災
を
免
れ
、
明
治
期
の

姿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
現
在
に
残
す
貴
重
な
空
間
で

あ
り
、
そ
の
当
時
の
白
い
煉れ
ん
が瓦
壁
（
白は

く
ゆ
う釉
煉
瓦
）、

金
庫
扉
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
床
が
、
明
治
時
代
の

最
先
端
の
技
術
と
雰
囲
気
を
今
に
伝
え
ま
す
。
ま

た
、
古
典
主
義
建
築
の
美
し
さ
を
誇
る
一
本
石
の

柱
が
回
廊
に
連
な
る
中
庭
や
、
窓
口
に
明
治
時
代

の
業
務
風
景
（
ジ
オ
ラ
マ
）
を
配
し
た
客
用
広
間

「
客
溜
」
も
、
必
見
で
す
。

館
の
中
を
も
っ
と
見
た
い
」「
地
下
金
庫
に
入
っ

て
み
た
い
」
と
の
ご
要
望
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
声
に
お
応
え
し
、
本
館
内
の
見
学

日
本
銀
行
本
店
見
学

　
日
本
銀
行
で
は
、
日
本
銀
行
の
役
割
や
業
務
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
見
学

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
店
で
は
、
本
館
（
一
八
九
六
年<

明
治
二
十
九
年>

竣
工
、
国
指
定

の
重
要
文
化
財
）
の
免
震
化
工
事
や
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
完
了
し
、
新
し
い
見
学
コ
ー
ス
が
完
成
し

ま
し
た
（
注
）。

　
今
回
、
見
学
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
二
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
お
よ
び
新
し
い
見
学
コ
ー
ス
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
店
の
新
し
い
見
学
コ
ー
ス
を

ご
紹
介
し
ま
す

◆32

辰
野
金
吾
／
明
治
・
大
正
期
の
建
築
家
。英
国
人
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
に
学
ぶ
。
日
本
銀
行
本
店
本
館
の
ほ
か
、
東
京
駅

等
の
日
本
を
代
表
す
る
建
築
物
を
数
多
く
手
掛
け
た
。

日本銀行本店本館／日本人建築家（辰野金吾）が手掛けた最初の国家的近代建築。
1896 年（明治 29年）竣工。国指定重要文化財。

辰野家蔵

（
注
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
店
見
学
を
三

月
二
日（
月
）以
降
中
止
し
て
い
ま
す
。
本
店
見
学
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

日
本
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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ドーム屋根下の八角室／昭和
初期まで重役会議等に使用さ
れていたほか、第 15代の結城
総裁の時には、総裁室として
使用されていた。客溜／明治から昭和まで使用されていた、

銀行窓口（写真左側）に面する客用広間。
古典主義様式の様々な装飾が施されている。

馬の水飲み場／本館が建築された当時
は、馬車が利用されることも珍しくな
かった。中庭には、馬を休ませるため
の水道設備である「馬の水飲み場」が
今も残されている。

本館中庭／本館正面は、①正面玄関への入口であり、②地下金庫への現金搬送
ルートでもあった。そのため中庭は障壁を設け、閉鎖的な空間となっている。

（注�１）本館の歴史については、『に
ちぎん』25～ 28 号（2011 年
春～冬号）で詳述されている。
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関
東
大
震
災
後
の
本
館
復
旧
工
事
の
際
に
、
建
物

を
実
測
し
て
描
き
起
こ
し
た
図
面
集
で
す
。
当
初

の
図
面
は
震
災
で
焼
失
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
設

計
者
で
あ
る
辰
野
金
吾
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
一
九
二
八
年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
建
築

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
威
風
堂
々
と
し
た
本
館
の

建
物
を
、
緻
密
に
作
成
さ
れ
た
立
面
図
、
平
面
図
、

断
面
図
と
と
も
に
、
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、「
世
界
初
の
お
札
の
自
動
鑑
査
機
」
を

初
公
開
し
ま
す（
注
２
）。
世
の
中
に
出
回
っ
た
後
、

日
本
銀
行
に
戻
っ
て
き
た
お
札
の
真
偽
、
枚
数
、

汚
損
度
を
点
検
す
る
作
業
を
「
鑑
査
」
と
呼
び
ま

す
が
、
こ
の
作
業
を
世
界
で
最
初
に
機
械
化
し
た

の
は
日
本
銀
行
で
す
。

　
加
え
て
、
現
金
輸
送
用
貨
車
「
マ
ニ
車
」
の
模

面
玄
関
を
背
景
に
撮
影
で
き
る
中
庭
と
と
も
に
、

人
気
の
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

日
本
銀
行
の
歴
史
や
業
務
を
知
る 

―
初
公
開
の
展
示
も
―

　
二
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
本
店
見
学
を
通
じ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
日
本
銀
行
の
歴
史
や
業
務

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
展
示
を
拡
充
し
、
二
階
の
展
示
室
で
は
日

本
銀
行
の
歴
史
に
つ
い
て
、
一
階
の
展
示
室
で
は

日
本
銀
行
の
現
在
の
機
能
と
組
織
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
解
説
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
展
示
も
ご
用
意
し
ま
し
た
。
ま
ず
、『
辰

野
紀
念 

日
本
銀
行
建
築
譜
』
で
す
。
こ
れ
は
、

歴代総裁の肖像画／本館２階の廊下には、日本銀行の歴代総裁の
肖像画がずらりと並び、歴史の重みを感じさせる。

展
示
室
（
日
本
銀
行
の
歴
史
）
／
一
八
八
二

年
（
明
治
十
五
年
）
の
設
立
後
、
日
本

銀
行
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
か
を
、
当
時
の
写
真
や
資
料
に
よ

り
紹
介
。

展
示
室
（
本
館
建
物
の
歴
史
）
／
本
館
の

建
設
過
程
や
建
築
の
特
徴
、
日
本
銀
行
の

建
築
を
担
っ
た
辰
野
金
吾
等
に
つ
い
て
当

時
の
写
真
や
図
面
に
よ
り
紹
介
。

　
さ
ら
に
、
見
学
者
の
方
々
か
ら
の
ご
要
望
を
踏

ま
え
、
本
館
の
建
物
内
で
写
真
撮
影
で
き
る
場
所

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
一
億
円
（
模
擬
券
）
の

重
さ
体
験
は
、
従
来
か
ら
人
気
を
博
し
て
い
ま
す

が
、
新
コ
ー
ス
で
は
、
地
下
金
庫
内
で
、
明
治
時

代
の
金
庫
の
煉
瓦
壁
を
バ
ッ
ク
に
一
億
円
や
金き
ん
か
い塊

（
レ
プ
リ
カ
）
等
を
持
ち
な
が
ら
写
真
撮
影
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
本
館
正

１億円の重さ体験／見学者に人気。新コースでは、
地下金庫内で、明治時代の金庫の煉瓦壁をバックに
１億円（模擬券）や金塊（レプリカ）等を持ちなが
ら写真撮影を楽しむことができる。

中庭での写真撮影／本館正面玄関をバックに
撮影できる中庭は、人気の写真撮影スポット。
エントランスの堅牢な柱が、威風堂々とした印象
を演出。

人気の写真撮影スポット

（注 �2）世界初のお札の自動鑑査機の開発は、後年、「世紀の難事業」
とまで言われた。『にちぎん』4号（2005 年冬号）に開発メ
ンバーのインタビューを基にした記事が掲載されている。
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本館の南北中央断面図（『辰野紀念�日本銀行建築譜』より）／左側から順に
障壁、中庭、正面玄関、客溜とつながる動線となっている。右側階段室内に、
日本のオフィスビルで最も古い乗用エレベーターの昇降路が描かれている。

現金輸送用貨車「マニ車」の模型／マニ車
の存在は、使用期間中は秘中の秘とされ、
名前や移動スケジュールが運行ダイヤに掲
載されることはなかった。車体や窓は全て
防弾構造になっている。

関東大震災直後の本館／本館は、
震災直後の火災により一部損傷
したが、倒壊は免れ、震災直後も、
日本銀行は一営業日も休まずに
業務を継続した。

世界初のお札の自動鑑査機／日本銀行に戻ってきたお札の真偽・枚数・
汚損度を点検する機械。1967 ～ 1968 年に開発し、1969 年に使用開始。

金座／現在、日本銀行本店のある
場所には、江戸時代、「金座」があり、
小判等の金貨が造られていた。

東日本大震災直後の対応／日本銀行
は、震災発生の約15分後に災害対
策本部を設置。濡れたお札の引き換
え希望にも迅速に対応した。写真は、
濡れたお札を乾かして真偽判定等す
るためにアイロンがけしている時の
様子。

本館地下金庫への扉／重さ25トンのアメリカ製の金庫扉は、
見る者を圧倒する。地下金庫を拡張した1932年に設置された。

障壁 中庭 正面玄関 客溜 乗用エレベーター
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型
も
初
め
て
ご
披
露
し
ま
す
。
マ
ニ
車
と
は
、
か

つ
て
日
本
銀
行
が
、
お
札
の
輸
送
に
使
用
し
て
い

た
鉄
道
貨
車
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
存
在
は
、
実

際
に
使
わ
れ
て
い
た
期
間
中
（
二
〇
〇
四
年
三
月
末

ま
で
）
は
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
、
秘
中
の
秘
と
さ
れ

て
い
た
た
め
、
非
常
に
珍
し
い
展
示
で
す
（
注
３
）。

見
て
楽
し
ん
で
学
べ
る
見
学
コ
ー
ス

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
い
つ
で
も
簡
単
に
予
約
可
能
―

　
日
本
銀
行
の
本
店
見
学
は
、
見
学
希
望
日
の

九
〇
日
前
か
ら
二
四
時
間
い
つ
で
も
、
予
約
サ
イ

ト
で
簡
単
に
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

見
学
エ
リ
ア
が
本
館
の
一
階
と
中
庭
に
限
ら
れ
ま

す
が
、
予
約
不
要
の
当
日
見
学
も
あ
り
ま
す
。

　
本
店
見
学
に
は
、
小
学
五
年
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
年
代
の
方
が
日
本
各
地
、
そ
し
て
海
外

か
ら
お
越
し
に
な
り
、
昨
年
は
約
一
万
九
千
人
の

方
が
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。
見
学
の
冒
頭
に

観
て
い
た
だ
く
日
本

銀
行
の
紹
介
ビ
デ
オ

は
、
①
日
本
語
（
大

人
用
、
子
供
用
）、

②
英
語
、
③
中
国
語

か
ら
選
択
可
能
で
あ

る
ほ
か
、
見
学
案
内

も
日
本
語
お
よ
び
英

語
で
実
施
し
て
い
ま

　
日
本
銀
行
の
本
店
見
学
で
は
、
国
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
本
館
の
建
物
を
見
て
、
一
億
円
（
模
擬

券
）
の
重
さ
体
験
や
写
真
撮
影
を
楽
し
み
、
中
央

銀
行
の
政
策
や
業
務
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
見
学
は
無
料
で
す
！
　
ぜ
ひ
、
日
本
銀
行
本

店
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

す
。
一
〇
名
以
上
の
大
学
生
や
社
会
人
は
、
一
日

の
う
ち
最
後
の
見
学
（
15
：
15
～
16
：
15
）
の
後
に
、

日
本
銀
行
職
員
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー（
約
三
〇
分
）

を
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
、
テ
ー
マ
を
①
日
本
銀
行
の

政
策
と
業
務
、
②
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
か
ら
選
択
で

き
ま
す
。
最
近
、
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
利
用
が
増

え
て
い
ま
す
。

本店見学予約サイト／見学希望日の空き状況を
サイト上で確認して予約できる。24時間いつでも
予約可能。

日本銀行職員によるレクチャー／選択したテーマについて、
日本銀行職員がレクチャーします！

INFORMATION 日本銀行本店見学

　１．予約見学（予約必要）
　　（1）9：30～10：30��
　　（2）11：00～12：00��
　　（3）13：45～14：45��
　　（4）15：15～16：15
　　�予約サイトからお申込みください。
（https://www5.revn.jp/bojtour/）
見学希望日の 90
日前から予約でき
ます。

　２．当日見学（予約不要）
　　12：45～13：15

◆�見学日：月曜日～金曜日（ただし、
祝日、年末年始〈12月29�日～�1月
4日〉�を除く）。
◆見学は無料。
◆小学５年生以上が参加可能。
◆本館西門が見学者入口。

地下鉄�半蔵門線�三越前駅（B1�出口）から徒歩1�分
地下鉄�銀座線�三越前駅（A5�出口）から徒歩2�分
地下鉄�東西線�日本橋駅（A1�出口）から徒歩6�分
JR�東京駅（日本橋口）から徒歩8�分
JR�神田駅（南口）から徒歩8分

東京都中央区日本橋本石町2-1-1
TEL：03-3277-2815（本店見学担当）

（注 �3）マニ車については、小罇の歴
史を取り上げた『にちぎん』2号
（2005 年夏号）で紹介されている。


